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「
叟
花
園
記
」
石
碑
に
つ
い
て 

 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

植
松 

靖
博 

 

我
が
家
の
庭
の
、
南
東
の
隅

に
大
き
な
石
碑
が
あ
り
ま
す
、

こ
れ
に
は
か
つ
て
の
帯
笑
園
の

規
模
と
内
部
の
様
子
と
、
そ
こ

に
植
え
ら
れ
、
栽
培
さ
れ
て
い

た
草
木
の
品
名
、
数
量
な
ど
が

盛
り
込
ま
れ
た
帯
笑
園
の
撰
文

が
刻
ま
れ
て
い
ま
す
。 

こ
の
碑
に
つ
い
て
言
い
伝
え

ら
れ
て
い
る
事
々
と
、
諸
先
生

方
の
調
査
研
究
に
よ
り
判
っ
た
こ
と
な
ど
に
つ

い
て
お
話
し
い
た
し
た
い
と
思
い
ま
す
。 

碑
そ
の
も
の
は
文
政
十
年
（
一
八
二
七
年
）
当

家
七
世
與
右
衛
門
季
興
画
号
応
令
五
三
歳
の
時

に
建
て
ら
れ
ま
し
た
。
余
談
で
す
が
、
こ
の
応
令

は
十
三
歳
の
と
き
に
京
の
圓
山
応
挙
に
師
事
し

応
挙
よ
り
応
令
の
画
号
を
授
け
ら
れ
ま
し
た
。 

ま
ず
、
碑
文
に
つ
い
て
で
す
が
、
撰
文
を
皆
川
淇
園
に
依
頼
し
た
の
で
す
。

皆
川
淇
園
は
江
戸
時
代
後
期
の
儒
学
者
で
も
あ
り
一
方
池
大
雅
派
の
画
家
で
、

字
義
に
も
詳
し
く
彼
の
文
章
は
当
時
高
く
評
価
さ
れ
て
い
た
の
で
彼
に
碑
文
を

書
い
て
貰
う
こ
と
に
し
た
の
で
し
ょ
う
か
。
淇
園
は
南
画
派
で
し
た
が
帯
笑
園

と
縁
の
有
っ
た
圓
山
応
挙
、
岸
駒
は
も
と
よ
り
池
大
雅
や
呉
春
な
ど
と
も
交
流

を
し
て
い
ま
し
た
。
そ
こ
で
六
世
與
右
衛
門
季
英
蘭
渓
は
天
明
四
年
（
一
七
八

六
年
）
に
、
か
ね
て
か
ら
交
誼
を
得
て
い
た
、
圓
山
応
挙
を
通
じ
て
園
記
を
依

頼
し
二
年
後
の
天
明
六
年
六
月
淇
園
五
三
歳
の
時
に
受
け
取
り
ま
し
た
。
こ
の

件
に
つ
い
て
の
蘭
渓
‐
応
挙
‐
淇
園
間
の
書
簡
が
あ
り
、
原
の
植
松
家
と
京
都

の
画
壇
文
人
と
の
関
係
が
よ
く
判
り
ま
す
。 

 
 

碑
が
建
て
ら
れ
た
の
が
文
政
十
年
（
一
八
二
七
年
） 

季
興
画
号
応
令
五
三
歳

の
時
で
す
か
ら
碑
文
が
出
来
て
か
ら
約
四
一
年

後
に
完
成
と
言
う
事
に
な
り
ま
す
。 

 

篆
額
は
四
七
代
日
野
大
納
言
（
公
家
、
准
大
臣
、

参
議
）
の
書
で
、
篆
書
で
「
叟
花
園
記
」
と
彫
っ

て
有
り
ま
す
。
本
来
は
「
帯
笑
園
記
」
と
あ
る
べ

き
で
す
が
、
こ
の
時
期
に
は
ま
だ
「
帯
笑
園
」
の

名
は
な
く
「
叟
花
園
」
又
は
「
菊
花
園
」
と
呼
ば

れ
て
い
た
よ
う
で
す
。 

で
は
、
何
時
ご
ろ
に
「
帯
笑
園
」
と
名
付
け
ら

れ
た
の
で
し
ょ
う
か
。
文
久
元
年
（
一
八
六
一

年 

）
に
高
島
秋
帆
に
帯
笑
園
と
い
う
扁
額
を
揮

毫
し
て
貰
っ
た
と
の
記
録
が
あ
り
ま
す
の
で
、
帯
笑
園
と
名
付
け
ら
れ
た
の
は

そ
の
頃
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
て
お
り
ま
し
た
が
、
何
時
、
誰
に
よ
っ
て
名
付

け
ら
れ
た
の
か
は
不
明
で
し
た
。
と
こ
ろ
が
、
平
成
一
五
年
に
、
沼
津
市
役
所

史
編
纂
室
（
当
時
）
の
宮
下
義
雄
氏
が
当
家
古
文
書
中
の
「
狐
白
裘
（
こ
は
く

り
）
」
と
題
し
た
海
保
青
陵
の
書
に
「
帯
笑
園
由
縁
」
の
記
述
が
有
る
の
を
発
見

し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。
記
述
に
よ
る
と
、
そ
の
当
時
寄
遇
を
し
て
居
た
青
陵

が
当
家
六
世
蘭
渓
の
求
め
に
応
じ
て
、
翁
の
徳
と
そ
の
容
貌
と
客
人
を
も
て
な
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し
、
草
花
を
愛
で
る
様
子
を
写
し
て
帯
笑
園
と
名
付
け
た
と
あ
り
ま
す
。
そ
の

時
期
は
宮
下
氏
に
よ
る
と
寛
政
三
年
（
一
七
九
一
年
）
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
蘭

渓
六
二
歳
そ
の
息
子
応
令
が
十
七
歳
の
時
で
す
。 

皆
川
淇
園
の
文
章
を
江
戸
後
期
の
三
蹟
の
ひ
と
り
巻
菱
湖
が
こ
れ
を
筆
写
し

碑
面
の
彫
文
字
と
し
ま
し
た
。
し
か
し
こ
の
時
点
で
起
草
か
ら
約
四
一
年
を
経

過
し
て
い
ま
す
の
で
、
当
然
な
が
ら
園
の
規
模
及
び
花
卉
類
の
有
り
様
が
変
わ

っ
て
お
り
、
筆
写
の
際
に
修
正
追
加
を
行
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
で
原
稿
が
出
来

上
が
っ
た
わ
け
で
す
が
、
こ
れ
か
ら
石
に
こ
の
文
字
原
稿
を
彫
ら
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。 

こ
の
彫
り
を
担
当
し
た
の
が
廣
瀬
群
鶴
と
言
い
ま
す
。
群
鶴
は
明
和
九
年
（
一

七
七
二
年
）
か
ら
東
京
上
野
の
谷
中
で
石
工
業
を
営
ん
で
い
る
石
屋
で
し
た
。

こ
の
石
屋
は
代
々
名
工
で
江
戸
時
代
の
良
い
石
碑
、
墓
石
は
こ
の
一
家
に
よ
る

も
の
が
多
く
、
そ
の
作
品
に
は
「
廣
群
鶴
」
と
銘
を
入
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
碑

に
つ
い
て
は
特
に
名
工
と
言
わ
れ
た
五
世
群
鶴
の
も
の
と
研
究
家
は
み
て
い
ま

す
。
し
か
し
残
念
な
が
ら
こ
の
石
屋
は
昭
和
三
〇
年
代
に
廃
業
し
た
そ
う
で
す
。 

次
に
碑
の
裏
面
に
つ
い
て

の
お
話
し
で
す
が
、
裏
に
は
岸

駒
が
描
い
た
「
虎
」
の
絵
が
彫

ら
れ
て
い
ま
す
。
勿
論
彫
り
は

群
鶴
で
す
。
石
碑
の
研
究
家
嘉

津
山
清
氏
に
よ
れ
ば
碑
の
裏

面
に
絵
が
あ
る
事
が
大
変
珍

し
い
事
だ
そ
う
で
す
。
岸
駒
は

圓
山
応
挙
と
ほ
ぼ
同
時
期
に

活
躍
し
た
画
家
で
山
水
・
花

鳥
・
獣
類
が
得
意
で
特
に
虎
を

描
か
せ
た
ら
当
代
一
と
言
わ
れ
て
い
ま
し
た
。
植
松
家
で
は
蘭
渓
、
応
令
、
蘭

丘
の
三
代
と
岸
駒
は
も
と
よ
り
そ
の
嫡
子
岸
岱
と
二
代
に
亘
っ
て
の
親
交
で
し

た
。 こ

の
絵
に
つ
い
て
謎
が
二
つ
あ
り
ま
す
。
と
申
し
ま
す
の
は
、
撰
文
の
碑
の

裏
に
何
故
「
虎
」
の
絵
が
あ
る
の
で
し
ょ
う
か
？ 

次
に
、
こ
の
絵
の
版
木
が

見
つ
か
り
ま
し
た
が
何
故
版
木
が
存
在
す
る
の
か
よ
く
判
り
ま
せ
ん
。
ど
う
し

て
版
木
又
は
版
画
が
必
要
だ
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
。
も
し
お
判
り
で
し
た
ら
ご

教
示
願
い
ま
す
。 

最
近
、
浜
側
に
抜
け
る
道
の
交
通
量
が
多
く
な
り
大
気
汚
染
の
せ
い
で
し
ょ

う
か
、
碑
の
表
面
に
鉄
分
の
錆
斑
や
岩
を
浸
蝕
す
る
コ
ケ
の
白
斑
が
増
え
て
お

り
碑
文
や
絵
の
彫
り
の
鋭
さ
が
年
々
鈍
化
し
年
を
追
う
毎
に
劣
化
が
進
ん
で
い

る
よ
う
で
す
。
保
存
の
手
を
早
く
打
つ
必
要
が
あ
る
と
先
生
方
よ
り
ご
指
摘
を

い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
こ
の
碑
に
は
江
戸
時
代
後
期
の
「
園
」
の
有
様
や
、
少
々

大
げ
さ
な
言
い
方
で
す
が
「
文
化
」
が
凝
縮
さ
れ
て
彫
り
込
め
ら
れ
て
い
る
様

に
私
に
は
思
え
ま
す
の
で
、
早
急
に
保
存
策
を
施
し
腐
蝕
劣
化
を
止
め
て
、
次

の
世
代
に
引
き
継
げ
る
よ
う
に
し
た
い
と
思
っ
て
居
り
ま
す
。 

以
上
諸
先
生
方
に
お
調
べ
頂
い
た
事
々
を
私
流
に
纏
め
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

し
た
が
、
こ
の
文
を
書
い
て
み
て
、
改
め
て
当
時
の
植
松
の
庭
「
帯
笑
園
」
が

京
都
の
文
壇
画
壇
と
深
く
係
わ
り
、
ま
た
、
東
西
文
化
の
中
継
地
と
し
て
の
役

割
を
果
た
し
て
い
た
こ
と
な
ど
が
よ
く
判
り
ま
し
た
。 

   

参
考 

付
録 

 

巻 

菱
湖 

 
 

書
家
、
儒
学
者 

 

安
永
六
年
～
天
保
十
四
年
四
月
七
日 

 
 

 
 

 
 

 

一
七
七
七
年
～
一
八
四
三
年 

江
戸
後
期
三
蹟 

巻 

菱
湖 

 

安
永
六
年
～
天
保
十
四
年
四
月
七
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

一
七
七
七
年
～
一
八
四
三
年 

 
 

 
 

 
 

 
市
河 

米
庵 

安
永
八
年
～
安
政
五
年 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

一
七
七
九
年
～
一
八
五
八
年 

 
 

 
 

 
 

 

貫
名 
菘
翁 

安
永
七
年
～
文
久
三
年 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

一
七
七
八
年
～
一
八
六
三
年 
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高
島 

秋
帆 

 

砲
術
家 

 

寛
政
一
〇
年
～
慶
応
二
年
一
月
一
四
日 

 
 
 
 

 
 
 

一
七
九
八
年
～
一
八
六
六
年
二
月
二
八
日 

海
保 
青
陵 

 

儒
学
者 

経
世
家 

 

宝
暦
五
年
～ 

 
 
 
 

 
 
 

一
七
五
五
年
～
一
八
一
七
年 

日
野
大
納
言 

 

資
愛 

（
准
大
臣
、
参
議
）
第
四
七
代 

 
 
 
 

 
 
 

安
永
九
年
～
弘
化
三
年 

 
 
 
 

 
 
 

一
七
八
〇
年
～
一
八
四
六
年 

岸 

駒 
 

 
 

画
家 

 
 
 
 

 
 
 

寛
延
二
年
～
天
保
九
年 

 
 
 
 

 
 
 

一
七
四
九
年
～
一
八
三
八
年 

岸 

岱 
 

 
 

画
家
（
岸
駒
の
子
） 

 
 
 
 

 
 
 

一
七
八
〇
年
～
一
八
六
四
年 

 
 

 

参
考
文
献 

 
 

 
 
 

 

沼
津
市
博
物
紀
要 

二
八
号 

 

原
宿
植
松
家
「
帯
笑
園
」
由
来 

宮
下
義
雄 

 
 

 
 
 

 

「
植
松
家
と
文
人
墨
客
」
－
東
海
の
名
園
に
遊
ぶ
－ 

 
 
 
 

佐
野
美
術
館 

    
 
 

日
本
桜
草
鑑
賞
会 

 
 

二
〇
〇
六
年
四
月
二
九
日
に
恒
例
と
な
り
ま

し
た
日
本
桜
草
歓
送
会
を
日
吉
の
真
野
様
に
ご

協
力
頂
き
開
催
致
し
ま
し
た
。 

約
八
十
鉢
の
日
本
桜
草
を
展
示
し
、
大
勢
の
皆

様
に
鑑
賞
し
て
頂
き
ま
し
た
。 

 

見
逃
さ
れ
た
方
は
、
今
年
も
開
催
さ
れ
る
と
思

い
ま
す
の
で
、
是
非
、
ご
覧
下
さ
い
。 
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帯
笑
園
見
学
会
状
況 

 
 

二
〇
〇
六
年
に
は
、
左
記
の
通
り
計
十
回
の
見
学
会
を
行
い
ま
し
た
。
状
況

は
、
次
の
通
り
で
す
。 

・ 

一
月
二
二
日
、 

 

八
名 

・ 

二
月
一
九
日
、 

一
〇 

名 

・ 

三
月
一
九
日
、 

一
九 

名 

・ 

四
月
一
六
日
、 

二
四 

名 

・ 

五
月
二
一
日
、 

一
三 

名 

・ 

六
月
一
八
日
、 

二
七 

名 

・ 

七
月
二
三
日
、 

二
二 

名 

・ 

十
月
二
九
日
、 

二
〇 

名 

・ 

十
一
月
一
九
日
、
一
六 

名 

・ 

十
二
月
一
七
日
、
二
四 

名 
 
 

      

計 
     

一
八
三
名 

 

平
成
一
五
年
か
ら
の
累
計
で
は
、
七
一
〇
名
と
な
り
ま
す
。 

 

編
集
後
記 

 

本
号
を
発
刊
す
る
に
あ
た
り
、
叟
花
園
記
石
碑
に
つ
い
て
、
植
松
本
家
十

三
代
ご
当
主
、
植
松
靖
博
様
に
そ
の
い
わ
れ
に
つ
い
て
、
記
事
を
お
願
い
致

し
ま
し
た
と
こ
ろ
、
立
派
な
解
説
を
頂
き
ま
し
た
。
心
よ
り
お
礼
申
し
上
げ

ま
す
。
こ
れ
に
よ
り
帯
笑
園
の
歴
史
的
真
価
が
深
く
理
解
さ
れ
る
の
で
は
な

い
か
と
思
い
ま
す
。 

 

保
存
会
の
活
動
は
、
地
味
で
は
あ
り
ま
す
が
、
息
の
長
い
活
動
だ
と
思
い

ま
す
。
見
学
会
・
奉
仕
活
動
、
桜
草
の
展
示
会
等
々
、
皆
様
の
ご
協
力
に
よ

り
、
進
め
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。
今
後
共
、
よ
ろ
し
く
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
。 


